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収
益
力
が
高
い

食
糧
王
国・十
勝

　

２
０
１
８
年
（
平
成
30
）
は
、
札
幌
に

開
拓
使
が
置
か
れ
た
１
８
６
９
年
（
明

治
２
）
か
ら
1
5
0
年
に
当
た
る
記
念

す
べ
き
年
だ
っ
た
。

　

開
拓
と
は
、
荒
れ
地
を
切
り
開
い
て

農
地
、
集
落
、
道
路
を
つ
く
り
、
移
住

し
て
農
業
を
営
み
生
活
す
る
こ
と
を
言

う
。
北
海
道
の
開
拓
も
多
く
の
苦
労
が

あ
っ
た
と
い
う
が
、
十
勝
地
方
（
以
下
、

十
勝
）（
注
）
は
今
や
日
本
最
大
の
食
糧
供

給
基
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
（
平
成
27
）
の
十
勝
の
耕

地
面
積
は
25
万
５
０
０
０
ha
で
、
日
本

全
体
の
５
・
７
％
を
占
め
る
。
農
家
一

戸
当
た
り
の
耕
地
面
積
は
46 

ha
で
、
全

国
平
均
（
２
・
１
ha
）
の
22
倍
だ
。
農
家

一
戸
当
た
り
生
産
農
業
所
得
は
約
１
２

０
０
万
円
で
、
全
国
平
均
（
１
５
２
万
円
）

の
８
倍
。
農
家
が
も
う
か
る
の
だ
。

　

し
か
し
、
水
文
化
の
面
か
ら
見
る
な

ら
ば
、
十
勝
周
辺
は
20
種
類
以
上
の
火

山
灰
土
が
堆
積
す
る
排
水
不
良
土
壌
だ

民間開拓の歴史をもつ十勝。いまや日本有数の食糧供給地となった

中庭 光彦
なかにわ  みつひこ

多摩大学経営情報学部
事業構想学科教授
1962年東京都生まれ。中央大
学大学院総合政策研究科博
士課程退学。専門は地域政
策・観光まちづくり。郊外・地方
の開発政策史研究を続ける一
方、1998年からミツカン水の文
化センターの活動に携わり、
2014年からアドバイザー。『コミ
ュニティ3.0 地域バージョンア
ップの論理』（水曜社 2017）な
ど著書多数。

人口減少期の地域政
策を研究する中庭光彦
さんが「地域の魅力」
を支える資源やしくみ
を解き明かす連載です。

十勝を食糧王国に変えた
開拓群像 ─北海道 十勝
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っ
た
。
い
っ
た
い
、
ど
の
よ
う
な
開
拓

者
た
ち
が
活
躍
し
て
き
た
の
か
。

輪
作
と
排
水
が

土
地
改
良
の
カ
ギ

「
も
と
も
と
十
勝
は
半
分
以
上
が
排
水

不
良
土
壌
で
し
て
、
最
初
の
こ
ろ
は
豆

を
主
体
と
し
た
作
物
体
系
だ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
国
土
交

通
省
北
海
道
開
発
局
帯
広
開
発
建
設
部

農
業
整
備
課
の
野
口
俊
行
さ
ん
だ
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
は
小
豆
の
値
が

高
騰
し
「
赤
い
ダ
イ
ヤ
」
と
呼
ば
れ
競

っ
て
つ
く
ら
れ
た
。
し
か
し
、
豆
は
冷

害
に
弱
く
、
豆
類
連
作
に
よ
る
障
害
が

現
れ
は
じ
め
た
。
１
９
５
１
年
（
昭
和
26
）

に
設
立
さ
れ
た
北
海
道
開
発
局
は
、
昭

和
30
年
代
か
ら
排
水
改
良
事
業
を
大
規

模
に
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
寒
冷
地

作
物
と
呼
ば
れ
る
ビ
ー
ト
（
甜て
ん
さ
い菜
）、

馬
鈴
薯
が
加
わ
り
、
豆
、
小
麦
と
と
も

に
「
畑
作
四
品
」
の
輪
作
体
系
が
で
き

あ
が
り
、
地
力
を
維
持
し
な
が
ら
継
続

的
な
営
農
が
可
能
に
な
っ
た
。
排
水
事

業
は
、
畑
地
の
地
下
80
㎝
ほ
ど
の
深
さ

に
孔
の
空
い
た
管
を
通
す
と
土
中
の
水

分
が
管
に
抜
け
、
排
水
路
に
流
れ
て
い

く
。
こ
れ
が
暗あ
ん
き
ょ渠

排
水
で
、
暗
渠
排
水

が
普
及
す
る
前
は
、
畑
に
溝
を
掘
り
水

を
抜
い
て
い
た
。

　

現
在
は
、
例
え
ば
収
益
性
の
高
い
長

い
も
を
育
て
る
に
は
約
1
・
5
ｍ
の
深

さ
で
排
水
す
る
。
作
物
に
合
わ
せ
て
排

水
の
深
さ
も
変
え
ね
ば
な
ら
ず
、
攻
め

の
農
業
に
応
じ
て
排
水
も
工
夫
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
野
口
さ
ん
は
言
う
。

「
で
も
開
拓
の
初
期
は
用
水
施
設
は
な

く
、
天
水
頼
み
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
」

開
拓
の
象
徴
と
な
っ
た

先
駆
者・依
田
勉
三

　

帯
広
開
拓
の
先
駆
者
と
し
て
依よ

だ田
勉べ

ん

三ぞ
う

（
1
8
5
3
￨

1
9
2
5
）
の
名
前
は
、
地

元
で
は
有
名
だ
。
依
田
は
静
岡
県
西
伊

豆
松
崎
の
裕
福
な
農
家
の
三
男
坊
だ
。

東
京
で
慶
應
義
塾
大
学
に
学
び
北
海
道

開
拓
を
志
し
、
仲
間
と
と
も
に
開
拓
団

体
「
晩ば
ん
せ
い
し
ゃ

成
社
」
を
つ
く
り
、
１
８
８
３

年
（
明
治
16
）
５
月
に
帯
広
へ
入
っ
た
。

　

依
田
た
ち
は
苦
労
し
た
。
牧
畜
を
興

し
、
田
畑
を
拓
く
と
い
う
夢
の
も
と
、

多
数
の
事
業
を
試
し
て
い
る
。
で
ん
ぷ

ん
製
造
、
牧
場
経
営
、
バ
タ
ー
製
造
、

食
肉
加
工
、
函
館
で
の
牛
肉
店
営
業
と

手
を
広
げ
た
が
、
結
局
成
功
せ
ず
、
１

９
２
５
年
（
大
正
14
）
に
没
し
た
。

　

晩
成
社
の
小
作
だ
っ
た
人
は
後
に

「
晩
成
社
の
依
田
さ
ん
が
、
ミ
ノ
を
つ

け
ク
ワ
を
抱
え
て
い

る
銅
像
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
ん
な
姿
は
見

な
か
っ
た
。
立
派
な

背
広
を
着
て
、
農
場

に
回
っ
て
こ
ら
れ
た

も
の
で
す
。
…
依
田
さ
ん
は
な
か
な
か

温
厚
で
よ
い
人
だ
っ
た
が
、
何
を
や
っ

て
も
運
が
悪
い
の
か
成
功
し
な
か
っ

た
」
と
回
想
し
て
い
る
。

　

な
ぜ
成
功
事
業
を
残
さ
な
か
っ
た
の

に
依
田
勉
三
が
有
名
な
の
か
？ 

帯
広

百
年
記
念
館
学
芸
員
の
大
和
田
努
さ
ん

と
話
す
な
か
で
答
え
が
見
え
て
き
た
。

　

大
和
田
さ
ん
の
説
明
は
、
別
の
開
拓

者
た
ち
の
大
正
期
の
姿
か
ら
始
ま
る
。

「
十
勝
の
地
場
産
業
が
形
成
さ
れ
る
の
が

約
１
０
０
年
前
で
す
。
最
初
は
雑
穀
で

す
が
、
規
格
も
乾
燥
の
し
か
た
も
バ
ラ

バ
ラ
だ
っ
た
の
で
、
小
樽
の
商
人
に
安

く
買
い
た
た
か
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で

地
元
で
検
査
し
て
計
画
的
に
出
荷
し
て

い
こ
う
と
『
帯
広
農
産
商
組
合
』
を
設

立
し
、
農
産
物
検
査
場
を
設
置
し
た
。

そ
れ
を
主
導
し
た
の
が
高
倉
安
次
郎
で

す
」
と
言
う
。
そ
の
高
倉
は
近
江
商
人

で
知
ら
れ
る
滋
賀
県
の
出
身
で
道
内
外

に
販
路
の
つ
て
を
も
っ
て
い
た
。
高
倉

は
ほ
か
に
も
帯
広
倉
庫
株
式
会
社
、
帯

広
電
気
株
式
会
社
、
帯
広
信
用
組
合

（
後
の
帯
広
信
用
金
庫
）
を
設
立
し
た
。
地
場

の
イ
ン
フ
ラ
、
産
業
制
度
を
整
え
た
地

域
資
本
家
だ
っ
た
。

　

観
光
面
で
同
様
の

役
割
を
担
っ
た
の
は
、

現
在
の
十
勝
毎
日
新

聞
の
創
業
主
だ
っ
た

林
豊ほ
う
し
ゅ
う洲で
あ
る
。
十

（注）十勝地方
帯広市を中心とする「1市・16町・2村」、
合わせて19の自治体で構成される。人口
は約34万人。

1十勝の農業を支える排水路（士
幌西部地区／提供：国土交通省
北海道開発局） 2国土交通省 
北海道開発局 帯広開発建設部 
農業整備課 課長の野口俊行さん 
3開拓団体「晩成社」を立ち上げ、
同志13戸27人を率いて十勝の開
拓に取り組んだ依田勉三（帯広百
年記念館蔵）

地上から40～50cmは耕土で埋め戻し、
そこから下の層は排水性をもたせるための
疎水材（砂利などの透水性のよいもの）で
埋め戻す。底には吸水のための管（素焼
きの土菅や小さな穴が空いた塩ビ管など）
を通す（北海道十勝総合振興局のHPな
どを参考に編集部作成）

北海道

新得町

清水町
音更町

士幌町

上
士
幌
町鹿

追
町

芽室町

中札内村 更別村

大樹町

広尾町

帯広市
浦幌町幕

別
町

池田町

豊頃町

本別町

足寄町

陸別町

十勝（19市町村） 暗渠排水のしくみ

埋め戻し土

疎水材

吸水管

80cm

40cm

40cm

2

1

3

十勝を食糧王国に変えた開拓群像
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勝
川
温
泉
の
開
発
や
各
地
の
絵
は
が
き

を
制
作
し
、
十
勝
の
観
光
化
を
大
正
末

〜
昭
和
初
期
に
進
め
た
。
背
景
に
は
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
開
拓
民
が
二
世
の

時
代
を
迎
え
「
地
元
ら
し
さ
」
を
つ
く

る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。「
産
業
だ
け

で
は
な
く
、
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
部
分
も

急
速
に
整
え
ら
れ
て
い
く
。
観
光
は
、

自
分
の
暮
ら
し
て
い
る
土
地
は
ど
の
よ

う
な
所
な
の
か
考
え
る
き
っ
か
け
を
与

え
ま
す
。
十
勝
は
特
徴
の
な
い
開
拓
地

か
ら
脱
皮
し
て
い
く
わ
け
で
す
」
と
大

和
田
さ
ん
は
指
摘
す
る
。

　

さ
ら
に
「
十
勝
ら
し
さ
」
を
象
徴
す

る
人
間
と
し
て
依
田
勉
三
を
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
し
た
人
物
が
い
た
。
大
和
田
さ
ん

は
「『
最
初
に
入
植
し
た
依
田
勉
三
は

地
域
の
先
駆
け
で
あ
る
』
と
が
ん
ば
っ

た
の
が
、
岐
阜
出
身
の
中
島
武ぶ

市い
ち

で
す
。

の
ち
に
市
議
会
議
員
や
商
工
会
議
所
会

頭
を
務
め
ま
す
。
晩
成
社
は
、
耕
す
だ

け
で
は
な
く
、
加
工
し
て
消
費
地
ま
で

送
る
と
い
う
意
図
を
も
っ
た
と
こ
ろ
が
、

今
の
十
勝
の
人
の
心
に
響
き
ま
す
」
と

言
う
。

　

実
際
に
晩
成
社
は
夢
を
持
ち
込
ん
だ

が
、
手
工
業
的
な
団
体
か
ら
脱
皮
で
き

な
か
っ
た
。
一
方
、
高
倉
、
林
、
中
島

と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
や
制
度
を
つ
く
っ

た
人
々
が
い
た
。

　

大
和
田
さ
ん
と
話
し
て
わ
か
っ
て
き

た
こ
と
。
そ
れ
は
、
十
勝
開
拓
が
、
依

田
勉
三
の
着
想
と
苦
労
だ
け
で
は
な
く
、

流
通
販
路
を
実
際
に
つ
く
り
、
消
費
市

場
か
ら
信
用
を
受
け
る
に
至
っ
た
制
度

を
つ
く
っ
た
開
拓
資
本
家
た
ち
に
よ
っ

て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
だ
。

十
勝
ら
し
さ
を
体
現
す
る

全
国
区
の
製
菓
企
業

　

十
勝
ら
し
さ
を
体
現
し
て
い
る
企
業

の
一
つ
に
六
花
亭
製
菓
株
式
会
社
が
あ

る
。
創
業
者
は
小
田
豊
四
郎
（
1
9
1
6-

2
0
0
6
）。
叔
父
が
経
営
し
て
い
た
札
幌

千せ
ん

秋し
ゅ
う
あ
ん
庵
帯
広
支
店
の
経
営
を
１
９
３

７
年
（
昭
和
12
）
に
引
き
継
い
だ
。
１
９

５
２
年
（
昭
和
27
）
帯
広
開
拓
70
年
記
念

菓
子
を
市
か
ら
任
さ
れ
、「
ひ
と
つ
鍋
」

と
い
う
人
気
菓
子
を
創
作
。
依
田
勉
三

の
「
開
墾
の
は
じ
め
は
豚
と
ひ
と
つ

鍋
」
の
句
か
ら
と
っ
た
も
の
だ
。
１
９

７
７
年
（
昭
和
52
）
発
売
の
マ
ル
セ
イ
バ

タ
ー
サ
ン
ド
の
包
装
も
、
晩
成
社
の
デ

ザ
イ
ン
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
る
。

　

ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
開
発
・
過

当
競
争
を
機
に
、
千
秋
庵
の
の
れ
ん
を

札
幌
本
店
に
返
し
、
１
９
７
７
年
に
六

花
亭
製
菓
（
以
下
、
六
花
亭
）
と
改
称
し
た
。

　

六
花
の
森
工
場
の
隣
に
札さ
つ
な
い内
川が

わ

の
伏

流
水
を
引
き
込
ん
だ
「
六
花
の
森
」
と

い
う
庭
園
が
あ
る
。
そ
の
管
理
を
行
な

っ
て
い
る
櫻さ
く
ら
や谷

康
宏
さ
ん
に
多
く
の
話

を
伺
っ
た
。
祖
父
は
福
井
県
出
身
の
酪

農
家
で
、
櫻
谷
さ
ん
自
身
は
六
花
亭
の

正
社
員
に
な
っ
た
。
創
業
者
・
小
田
豊

四
郎
、
長
男
で
前
社
長
の
小
田
豊
さ
ん

の
話
を
伺
っ
た
が
、「
六
花
亭
は
北
海
道

の
六
花
亭
な
ん
だ
。
売
り
上
げ
は
求
め

な
い
、
た
だ
し
世
間
に
出
し
て
も
恥
じ

な
い
、
お
い
し
く
て
安
心
し
て
食
べ
ら

れ
る
も
の
を
つ
く
っ
て
く
れ
」
と
い
う

前
社
長
の
言
葉
が
櫻
谷
さ
ん
の
口
か
ら

自
然
と
出
て
く
る
と
こ
ろ
に
感
じ
入
っ

た
。

　

六
花
亭
は
道
外
に
出
な
い
が
、
そ
の

こ
と
自
体
が
味
を
求
め
て
北
海
道
に
来

て
く
れ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
戦
略
に
な

っ
て
い
る
。
開
拓
者
た
ち
の
遺
産
を
う

4帯広市の中島公園にある開拓の祖・依田勉三の銅像 5バターを製造している晩成社のメンバーたち 6野積みされて出荷を待
つ雑穀 7十勝の産業振興に尽くした高倉安次郎 8大分県から移住した十勝毎日新聞の創業主、林豊洲 9依田勉三を開拓
の祖としてＰＲした中島武市（5～9帯広百年記念館蔵） �帯広百年記念館で学芸員を務める大和田努さん 
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ま
く
活
用
し
て
い
る
と
私
に
は
思
え
る
。

信
用
金
庫
が
育
て
る

未
来
を
拓
く
人
材
た
ち

　

高
倉
安
次
郎
が
つ
く
っ
た
帯
広
信
用

金
庫
は
金
融
業
務
の
ほ
か
に
、
起
業
者

を
育
成
す
る
「
と
か
ち
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
２
０
１
５
年
か
ら
２
０
１
８
年

度
に
設
立
さ
れ
た
法
人
は
７
社
。
そ
の

事
業
も
農
家
ア
ル
バ
イ
ト
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
、
複
数
会
社
副
業
型
就
業
マ

ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
、
十
勝
の
ア
ウ
ト

ド
ア
D
M
O
（
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
組
織
）、

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
旅
行
企
画
、
小
型
航

空
機
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、
十
勝

移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
、
皮
革
な
ど
の

ア
ウ
ト
ド
ア
家
具
の
製
造
販
売
ほ
か
全
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事
業
に
及
ぶ
。

　

こ
の
起
業
支
援
と
十
勝
開
拓
者
ス
ピ

リ
ッ
ト
は
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
？

営
業
推
進
部
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

室
室
長
の
三
品
幸
広
さ
ん
は
「
つ
な
が

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
言
う
。

「
十
勝
は
民
間
開
拓
の
歴
史
を
も
っ
て

い
る
。
晩
成
社
も
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
。
そ
う
い
う
の
を
乗
り
越
え
て
自
分

た
ち
で
や
る
し
か
な
い
と
い
う
気
持
ち

は
、
あ
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
周
囲

を
あ
て
に
し
て
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
地

域
の
な
か
に
あ
る
も
の
、
自
分
た
ち
で

で
き
る
も
の
、
好
き
な
も
の
で
事
業
に

す
れ
ば
い
い
と
貫
き
通
す
。
ど
ん
な
荒

れ
地
で
も
粘
り
強
く
開
拓
し
て
い
っ
た

先
に
自
分
の
目
指
す
世
界
が
あ
る
と
い

う
感
覚
は
あ
る
と
思
う
し
、
私
も
プ
ロ

グ
ラ
ム
メ
ン
バ
ー
に
も
言
っ
て
い
ま

す
」
と
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
常
務
執
行
役
員
の
秋
元
和
夫

さ
ん
、
地
域
経
済
振
興
部
副
部
長
の
太

田
智
也
さ
ん
は
「
農
業
の
多
様
化
が
重

要
」
と
言
う
。
一
般
に
農
家
は
Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
か
ら
融
資
を
受
け
る
が
、
多
様
な

作
物
を
多
様
な
販
路
へ
広
げ
た
い
と
思

う
経
営
者
は
そ
れ
以
外
の
金
融
機
関
を

意
識
し
は
じ
め
た
。
必
要
に
応
じ
て
仲

介
者
を
務
め
た
高
倉
安
次
郎
の
精
神
は
、

今
も
生
き
て
い
る
よ
う
だ
。

過
去
の
失
敗
は

後
世
へ
の
宿
題
か
？

　

自
分
た
ち
で
開
拓
す
る
。
こ
の
歴
史

と
文
化
は
現
在
も
資
産
と
な
っ
て
生
き

て
い
る
。
開
拓
群
像
を
見
る
と
、
失
敗

を
重
ね
た
依
田
勉
三
や
、
イ
ン
フ
ラ
を

つ
く
っ
た
開
拓
資
本
家
た
ち
。
さ
ま
ざ

ま
な
開
拓
者
た
ち
は
協
力
・
結
束
し
、

一
大
食
糧
生
産
地
を
生
ん
だ
。
そ
し
て

現
代
、
付
加
価
値
を
生
む
食
品
加
工
か

ら
十
勝
は
ス
イ
ー
ツ
王
国
と
も
呼
ば
れ
、

若
い
世
代
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
制
御
の
ト
ラ
ク
タ

ー
を
使
い
、
Ａ
Ｉ
農
業
を
営
ん
で
い
る

者
も
い
る
。

　

依
田
勉
三
は
成
功
し
な
か
っ
た
が
、

開
拓
者
た
ち
は
イ
ン
フ
ラ
と
制
度
を
整

え
、
後
発
者
は
事
業
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か

ん
だ
。
そ
う
考
え
る
と
「
成
功
し
な

い
」
は
「
失
敗
す
る
」
で
は
な
く
「
解

決
す
べ
き
課
題
を
残
す
」
と
い
う
次
世

代
へ
の
宿
題
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い

か
と
も
思
え
る
。
本
人
は
失
敗
と
思
っ

て
い
て
も
。（

２
０
１
９
年
８
月
21
～
23
日
取
材
）

十勝を食糧王国に変えた開拓群像

参考文献 帯広市史編纂委員会『帯広市史』（2003）
十勝毎日新聞社七十年史編集委員会『十勝毎日新聞七十年史』（1989）
北海道新聞社帯広報道部編『十勝人』（北海道新聞社 1988）
上條さなえ（作）、山中冬児（絵）『お菓子の街をつくった男』（文渓堂 1999）

�六花亭製菓株式会社が2007年に開設した「六花の森」。同社の花柄包装紙で馴染み深い草花が育てられている 
�「六花の森」の管理を担う櫻谷康宏さん。酪農家から転身した �帯広信用金庫 営業推進部 経営コンサルティング室で
室長を務める三品幸広さん �帯広信用金庫 常務執行役員の秋元和夫さん �地域経済振興部副部長の太田智也さんと、
地域経済の活性化を図る「とかち酒文化再現プロジェクト」で生まれた地酒「十勝晴れ」

〈
魅
力
づ
く
り
の
教
え
〉

た
く
さ
ん
失
敗
し
な
い
と
成
功
し
な

い
。
こ
れ
は
現
代
も
使
わ
れ
る
起
業

者
へ
の
金
言
だ
が
、
粘
り
強
さ
だ
け

で
は
な
く
、
自
分
の
失
敗
は
後
世
を

助
け
る
公
共
財
と
も
な
る
。
こ
う
し

た
心
根
こ
そ
が
開
拓
者
の
条
件
だ
。
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